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中
井
正

一
の
思
想
と
映
画

ー

ポ
ピ

ュ
ラ
ー

・
カ

ル
チ

ャ
ー
の
社
会
学
1

門
部

昌
志

〈
要
旨
〉

本
稿

の
目
的

は
、
第

一
に
、
中
井

正

一
の
思
想

と
映
画
論

の
関
連
性

を
ふ
ま

え
な
が

ら
、
映

画
論
を
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

・
カ
ル
チ

ャ
ー
研
究

の
視
点
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
で
あ
る
。

美

学
者
中
井

正

一
は
、
高
級
文
化

と
大
衆
文
化

の
位
階
序
列

に
束
縛

さ
れ
て

い
な
か

っ
た
。
資
本
主
義

の
発
展
に
と
も
な
う

「
文
化
的
危
機
」

に
お

い
て
、
中
井
は
、

一
方

で
は
純

粋
芸
術

に
お
け
る
商
品
化

の
進

行
を
指
摘

し
、
他
方
で
は
映
画

の
中
に
芸
術

の

自

由
な
集
団
的
組
織

化
を
見
出
し

て
い
る
。
映
画
は

、
規

格
化
と

い
う

可
能
性
を
持

つ

も
の
の
、
既
存

の
美

学
を
批
判
す

る
中
井

に
と

っ
て
新

た
な
美
学
を
創
造

す
る
拠
点

で

も
あ

る
。

中
井

の
映
画
論

に
お
け
る

「
コ
ブ

ラ
の
欠
如
」
と

い
う

テ
ー
ゼ

で
は

、
受
け
手

で
あ

る
観
客

の
能
動
性
が
前

提
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
能

動
的
な
製
作

者
と
受
動
的

な
観
客

と

い
う
対
立

は
な

い
。

こ
れ

は
彼

の

「
委
員
会

の
論
理
」

に
お

い
て
、
前
衛
的

知
識

人
と
そ
れ

に
指
導

さ
れ
る
大
衆

と
い
う
区
別
が

明
確

に
見
ら
れ
な

い

こ
と
に
対
応

す
る
。

キ

ー
ワ

ー
ド

中
井
正

一

高
級
文
化

ポ
ピ

ュ
ラ
ー

・
カ
ル
チ

ャ
ー

映
画
委
員
会
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一
.

は

じ

め

に

本
稿

の
目
的
は
、
美
学
者
、
中
井
正

一
の
思
想
を
映
画
論
と
の
関
連
か
ち
浮

き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
中
井
の
著
作
は
従
来
か
ら
映
画
論
や
美
学
の
文

脈
で
議
論
さ
れ
て
き
た

[多
田
他

一
九
六
三
、
三
浦

一
九
七
〇
、
杉
.山

一
九
七
五
、
木
下

一
九
九
五
、
今
村

一
九
九
二
凵
。
本
稿
で
留
意
し
た
の

は
、
中
井
と
映
画
の
関
わ
軌
を
、
映
画
論
や
美
学
に
解
消
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

(↓

ポ
ピ

ュ
ラ
ー

.
カ
ル
チ

ャ
ー
研
究

の
視
点
か
ら
再
考
す
る
こ
と
で
あ
る
。
光
だ

し
、
当
時
の
美
学
を
批
判
す
る
に
せ
よ
、
中
井
は
あ
く
ま
で
も
美
学
者
と
し
て

の
自
己
理
解
を
持

っ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
本
稿
の
試
み
は
、
中
井
に
お
け

る
映
画
美
学
の
論
考
か
ら
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

・
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
に
関
連
す
る
契

機
を
取
.り
出
し
、
再
構
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

も
と
も
と
中
井
は
大
学
時
代
の
卒
業
論
文
で
カ
ン
ト
研
究
を
行

っ
て
お
り
、

(2
)

美
学
者
と
し
て
出
発
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
高
級
文
化
の
立
場
か
ら
映
画
を
否

定
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
、
映
画
に
期
待
し
積
極
的
に
関
与
し
た
。

一
九

(3
∀

三

一
年
、
中
井
は
日
本
最
初
の
色
彩
映
画
を
製
作
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
も

(4
)

中
井
は
、
映
画
の
み
な
ら
ず
、
探
偵
小
説
や
ス
ポ
ー
ツ
を
論
じ
て
い
る
。
独
自

の
美
学
的
思
考
を
枠
組
み
と
し
な
が
ら
も
、
大
衆
文
化
を
対
象
と
し
て
論
じ
た

の
は
極
め
て
興
味
深
い
◎
映
画
に
対
し
て
な
ぜ
美
学
者
で
あ
る
彼
が
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
関
心
を
持

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
.

だ
が
、
中
井
と
映
画
の
関
わ
り
は
美
学
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
彼

に
と

っ
て
、
映
画
は
思
想
的
な
ア
イ
デ

ィ
ア
を
得
る

一
つ
の
源
泉
で
あ

っ
た
と

思

わ

れ

る

か

ら

で

あ

る

(
こ

の
他

に
も

、

『
美

・
批

評
』
、
『
世

界

文

化

』
、

『
土

(5
)

(6
)

曜
日
』
や
消
費
組
合
活
動
、
尾
道
で
の
文
化
活
動
や
図
書
館
と
の
関
わ
り
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
)
。
従
来
の
美
学
が
対
象
と
し
た
の
は
個
人
に
よ

っ
て

制
作
さ
れ
た
芸
術
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
映
画
は

「
集
団
的
製
作
様
式
」

を
特
徴
と
す
る
点
で
従
来
の
芸
術
と
は
著
し
く
異
な
り
、
既
存
の
美
学
で
は
把

握
し
得
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
転
換
期
を
生
き
た
中
井
正

一
は
、
映
画
と
の
関

わ
り
を
通
じ
て
伝
統
美
学
の
革
新
を
試
み
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
新
し
い
集
団

的
主
体
性
を
模
索
す
る
試
み
で
も
あ

っ
た
。

た
だ
し
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
古
び
た
集
団
的
主

体
性
の
論
理
が
い
っ
た
い
な
ぜ
重
要
な
の
か
、
そ
れ
は
過
去
の
遺
物
に
過
ぎ
な

い
の
で
は
な
い
か
、
と
。
し
か
し
、
こ
う
考
え
る
の
は
や
や
性
急
で
あ
る
。
中

井
の
論
は
、
主
体
の
同

一
性
を
安
易
に
想
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

「主

観
の
崩
壊
」

の
後
に
た
て
ら
れ
た
議
論
だ
か
ら
で
あ
る
。
中
井
の
限
界
を
確
定

す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
批
判
の
作
業
は
慎
重
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

中
井
正

一
の
思
想
は
哲
学
、
美
学
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
横
断
す
る
も
の
で
あ

り
、
通
常
は
、
実
践
論
、
認
識
論
、
美
論
、
組
織
論
と
分
類
さ
れ
る

[久
野
、

一
九
七
六
、

一
六
九
頁
凵
。
本
稿
で
は
、
映
画
美
学
に
関
す
る
主
要
論
文
を
軸

と
し
な
が
ら
、中
井
に
お
け
る
映
画
と
思
想
、
ま
た
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

・
カ
ル
チ

ャ
ー

研
究
と
な
り
う
る
契
機
を
考
察
す
る
。

二
.
中
井
に
お
け
る
映
画
と
美
学
の
関
係

八
九
五
年
、
パ
リ
の
科
学
振
興
協
会
で
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
が
シ
ネ

マ
ト
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グ
ラ
フ
を
披
露
し
た
後
、
二
〇
世
紀
の
初
め
頃
ま
で
に
は
活
動
写
真
の
技
術
が

次
第
に
整
え
ら
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
初
期
の
映
画
は

「ま
だ
単
な
る
市
場
の

見
世
物
に
す
ぎ
ず
、
何
か
異
常
な
出
来
事
を
う

つ
し
た
動
く
画
、
あ
る
い
は
舞

台
を
大
量
に
再
現
す
る
手
段
」
に
す
ぎ
な
か

っ
た

[バ
ラ
ー
ジ

ュ
、
一
九
九
二
、

二
四
頁
]
。
そ
の
後
、

一
九
二
〇

年
代
に
も
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ル
ビ
ヅ

チ
や
チ
ャ
ッ
プ
リ
ソ
が
お
り
、
ド
イ
ツ
で
は
ム
ル
ナ
ウ
や
ブ
リ
ッ
ツ

・
ラ
ン
グ

が
、
ソ
連
で
は
ジ
ガ

・
ヴ

ェ
ル
ト
フ
や
エ
イ
ゼ

ン
シ
ュ
テ
イ
ン
な
ど
が
活
躍
し

て
い
る
ゆ
だ
が
、

一
九
二
四
年
の

『視
覚
的
人
間
』
序
言
で
は
、
映
画
を
認
め

な
い
美
学
者
た
ち
を
説
得
し
よ
う
と
苦
心
す
る
バ
ラ
ー
ジ

ュ
の
姿
が
う
か
が
え

る
。
「
た
と
え
従
来
作
ら
れ
た
す

べ
て
の
映
画
が
悪
く
て
非
芸
術
的
な
も
の
で

あ
る
と
し
て
も
、
映
画
の
原
理
的

可
能
性
を
探
求
す
る
こ
と
が
ま
さ
に
理
論
家

諸
氏
の
課
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
[バ
ラ
ー
ジ

ュ
、

一
九
八
六
、

一
七
頁
]
。

こ
の
時
代
で
も
な
お
、
バ
ラ
ー
ジ
・ユ
は
映
画

へ
の
偏
見
に
抗
し
な
が
ら
、
映
画

理
論
の
必
要
性
を
説
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
興
行
界
の
主
役
が
活
動
写
真
と
な
る
の
は
、
ほ
ぼ
明
治
四
十
年
以
降

の
こ
と
で
あ
る

[吉
見
、

一
九
八
七
、
二
〇

六
頁
]
。
活
動
写
真
館
の
多
く
が

見
世
物
小
屋
か
ら
の
転
業
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
当
時
を
代
表
す
る
娯
楽
地
、
浅

草
に
活
動
写
真
館
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
初
期
の
映
画

(活
動
写
真
)
が
も

つ
大
衆
性
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
大
正
八
年

(
一
九

一

九
年
)
に
は

『
キ
ネ

マ
旬
報
』
が
創
刊
さ
れ
(

一
九
二
〇
年
代
前
半
に
は
す
で

に
溝

口
健

二
が
活
躍
し
始
め
る

[谷
川
、

一
九
九
三
、
五
四
-
六
六
頁
]
。
映

画
は
大
衆
的
で
あ
る
と
同
時
に
何
ら
か
の
芸
術
性
を
有
す
る
も
の
に
移
行
し
つ

つ
あ

っ
た
。
中
井
の
言
う
よ
う
に
、
二

九
三
〇
年
代
ま
で
の
映
画
美
学
は
、

最
初
の
十
年
間
は
非
芸
術
で
あ
る
と
さ
れ
、
次
の
十
年
間
は
半
芸
術
と
さ
れ
、

最
後
の
十
年
間
に
や

っ
と
芸
術
の
仲
間
に
い
れ
て
も
ら

っ
た
の
で
あ
る
」
m
中

井
、

一、九
八

一
c
、
・
一
八
八
頁
凵
。
映
画
の
出
現
す
る

一
八
九
五
年
か
ら

一
九

三
〇
年
代
ま
で
、
・芸
術
と
映
画
の
関
係
は
徐

々
に
変
化
し
て
い
る
。
三
〇
年
代

初
頭
、
『
思
想
』
で

「映
畫
藝
術
」
特
集
が
組
ま
れ
た
こ
と
は
象
徴
的
な
出
来

事
で
あ
る
。

さ
て
、
中
井
正

一
は

一
九
二
二
年

(大
正

一
一
年
)
に
京
大
哲
学
科

(美
学

(7
)

専
攻
)
に
入
学
七
た
。
中
井
の
カ
ソ
ト
研
究
を
指
導
し
た
の
は
、
当
時

『
判
断

力
批
判
』
の
翻
訳
予
定
者
で
あ

っ
た
深
田
康
算
で
あ
る
。
美
学
の
対
象
と
し
て

映
画
を
無
視
し
て
も
不
思
議
の
な
い
環
境
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
井
は
、
既
存

の
伝
統
美
学
や
高
級
芸
術
の
高
み
か
ら
、
大
衆
的
な
映
画
を
断
罪
す
る
こ
と
は

な
か

っ
た

。
む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
る
。

一
九
三
二
年
に
、
中
井
は
純
粋
芸
術
の

商
品
化
に

つ
い
て
指
摘
し
て
い
る

パ
「
思
想
的
危
機
に
お
け
る
芸
術
な
ら
び
に

そ
の
動
向
」
)
。

一
方
で
は
、
大
衆
文
化
の
商
業
性
を
断
罪
し
う
る
、
純
粋
芸
術

の
特
権
的
な
領
域
が
も
は
や
崩
壊
し
つ
つ
あ

っ
た
。
他
方
、
映
画
そ
の
も
の
も

ま
た
、
芸
術
化
七
つ
つ
・あ

っ
た
。
ま
た
、
映
画
に
中
井
を
向
か
わ
せ
た
の
は
、

常
に
新
た
な
も
の
を
求
め
る
前
衛
志
向
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
中
井
は

映
画
と
い
う
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
従
来
の
個
人
主
義
的
な
美
学
と
は

異
な
る
集
団
主
義
的
な
美
学
を
模
索
し
よ
う
ど
し
た
。

映
画
と
美
学
に
関
す
る
中
井
の
姿
勢
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
た
論
文
に
、
「現
代

美
学
の
危
機
と
映
画
理
論
」
(
一
九
五
〇
)
が
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
映
画
の
非

芸
術
的
な
三
要
素
に
注
目
す
る
。
第

一
に
、
映
画
は
利
潤
手
段
で
あ
る
。
第

二

に
、
従
来
の
個
人
の
天
才
に
よ
る
芸
術
と
は
異
な
り
、
映
画
は
集
団
的
な
製
作

中井正一の思想と映画167



物
で
あ
る
。
第
三
に
、
映
画
で
は

、
レ
ソ
ズ
と
い
う
物
質
的
視
覚
が
あ
る
の
み

　

　

　

　

　

　

の

　

　

　

　

　

　

　

　

で
あ
り
、
も
は
や
制
作
す
る
個
人

の
主
観
は
な
い
。
中
井
が
映
画
の
非
芸
術
的

な
点
に
注
目
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
を
梃
子
と
し
て
従
来
の
伝
統
美
学
を

「
く

つ

が
え
す
」
こ
と
に
期
待
す
る
か
ら

で
あ
る
。
美
学
の
立
場
を
拠
点
と
し
て
映
画

を
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、
中
井
は
逆
に
既
存
の
美
学
を
批
判
す
る
拠
点
と
し

て
映
画
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
中
井
は
反
美
学
的
な
映
画
を
選
び
美

学
を
捨
て
去

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
で
は
、
中
井
に
お
い
て
映
画
と
美
学
は
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
映
画
は
、
初
期
に
お
い
て
非
芸
術
と
さ
れ
た
が
、

一

九
五
〇
年
頃
に
は
す
で
に
芸
術
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
。
中
井
が
論
文

「現

代
美
学
の
危
機
と
映
画
理
論
」
を
書
い
た
当
時
、
伝
統
美
学
の
外
部
に
あ

っ
た

映
画
は
芸
術
の
内
部
に
入
り
込
む

こ
と
で
、
よ
り

一
層
、
伝
統
美
学
を
揺
さ
ぶ

る
可
能
性
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
井
は
こ
の
可
能
性
に
着
目
す
る
。
彼

に
よ
れ
ば
、
映
画
は

「
芸
術
と
し
て
の
新
天
地
を
切
り
開
く
こ
と
で
、
む
し
ろ
、

美
学
に
対
し
て
、
新
た
な
る
方
向
づ
け
を
な
し
、
課
題
を
あ
た
え
る
こ
と
で
、

そ
れ
を
新
生
面
に
導
か
ん
と
し

つ
つ
あ
る
」
[中
井
、

一
九
八

一
c
、

一
九
三

頁
凵
。
か
つ
て
芸
術
の
外
に
あ

っ
て
美
学
に
回
収
し
得
な
か

っ
た
映
画
は
芸
術

の
内
部
に
入
り
こ
み
、
美
学
を
作
り
か
え
て
い
く
。
中
井
に
と

っ
て
、
映
画
は

単
に
美
学
を
否
定
す
る
拠
点
で
は
な
い
。
映
画
は
彼
に
と

っ
て
、
従
来
の
美
学

を
転
覆
さ
せ
は
す
る
が
、
新
た
な
美
学
を
創
造
す
る
契
機
で
も
あ
る
。
こ
の
意

味
で
映
画
は
両
義
的
な
位
置
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、

一
九

五
〇
年
の
時
点
に
お
け
る
中
井
の
認
識
で
あ
る
。

映
画
に
対
す
る
中
井
の
姿
勢
は

こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
い

か
な
る
理
由
で
美
学
者
、
中
井
が
従
来
の
美
学
を
批
判
す
る
に
至
り
、
ま
た
映

画
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
に
は
、
三
〇
年

代
に
中
井
が
発
表
し
た
論
文
に
遡
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
.
三
〇
年
代
の

「
思
想
的
危
機
」

大
正

一
四

(
一
九
二
五
)
年
、
『
キ
ン
グ
』
の
創
刊
と
ラ
ジ
オ
放
送
が
開
始

さ
れ
、
翌
年
の
昭
和

一
年
か
ら
円
本
ブ
ー
ム
が
訪
れ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
た
大

量
宣
伝
と
大
量
販
売
は
、
マ
ス

・
メ
デ

ィ
ア
時
代
の
到
来
を
象
徴
す
る
出
来
事

で
あ
る

[鈴
木
、

一
九
九
二
、

一
六
頁
凵
。
ま
た
、

一
九
二
〇
年
代
は

「
今
日

的
な
消
費
社
会
の
搖
籃
期
」
で
も
あ

っ
た

[清
水
太
郎
、

一
九
九
三
、
二
二
六

頁
]
。
例
え
ば
、

一
九

二
七
年
に
は

「
モ
ボ

・
モ
ガ
」
が
流
行
語
と
な

っ
て
い

る
。
新
し
い
メ
デ

ィ
ア
が
出
現
し
消
費
文
化
の
開
化
す
る
二
〇
年
代
は
、
デ
モ

ク
ラ
シ
i
的
思
想
を
基
調
と
す
る
時
代
と
さ
れ
、
三
〇
年
代
は
軍
国
主
義
が
優

勢
だ
と
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
精
神
の
転
換
を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、

両
者
の
内
的
連
関
を
見
据
え
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
余
裕
は

な
い
。

三
〇
年
代
は
暗
澹
た
る
時
代
で
あ
る
。

一
九
三
二
年
に
は
ド
イ
ツ
で
ナ
チ
ス

が
第

一
党
と
な
り
、
日
本
で
は
五

・
一
五
事
件
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
翌
年
に

は
滝
川
事
件
が
中
井
に
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
三
〇
年
代
に
あ

っ

て
、
美
学
者
中
井
は
当
時
の
文
化
状
況
を
い
か
に
把
握
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

論
文

「
思
想
的
危
機
に
お
け
る
芸
術
な
ら
び
に
そ
の
動
向
」
(
一
九
三
二
)

で
中
井
が
文
化
に
見
い
だ
し
た
の
は
、
精
神
的
な

「機
械
化
」
、
す
な
わ
ち
極
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度
の
専
門
化
に
向
か
う
傾
向
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を

「思
想
的
危
機
」
と
呼
ん

だ

[中
井
、

一
九
八

一
b
]
。
文
化
に
お
け
る
専
門
化
の
過
程
に
よ

っ
て
、
人

々
は
互
い
に
専
門
外
と
な
る
状
態
が
生
じ
る
。
こ
の
た
め
、
精
神
的
大
衆
化
も

ま
た
危
機
的
状
況
の

一
つ
と
さ
れ

る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、

一
部
の
知
識
人
と
、

そ
の
外
部

の
大
衆
と
い
う
位
階
序
列
を
想
定
す
る

一
般
的
見
解
と
は
異
な
る
。

中
井

の
見
解
に
は
、
専
門
化
の
過
程
が
進
行
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
あ
る
領
域

の
専
門
家
が
、
別
の
領
域
に
お
け
る
大
衆
に
反
転
す
る
と
い
う
皮
肉
が
感
じ
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「思
想
的
危
機
の
罪
」
は
専
門
化
の
過
程
に
、
あ
る
い
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「
お
た
が
い
に
大
衆
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
気
づ
か
な
い
精
神
的
貴
族
化
に
あ

　る
」

(強
調
は
引
用
者
)
[
同
書
、

四
七
頁
]
。
中
井
に
お
い
て
知
識
人
と
大
衆

は
絶
対
的
な
対
立
と
し
て
把
握
さ
れ
て
は
い
な
い
。

文
化
に
お
け
る
専
門
化
と
大
衆
化
は
、
「
利
潤
経
済
」
と
深
く
結
び

つ
い
て

お
り
、
専
門
化

・
大
衆
化
と
と
も
に
文
学
、
芸
術
の
商
品
化
が
進
行
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
作
家
、
芸
術
家
た
ち
は
自
己
企
業
的

「ブ

ロ
ッ
ク
」
を
形
成
す
る

(作

家
協
会
、
文
壇
、
帝
展
、
院
展
等
)
。
す
な
わ
ち
、
個
人
主
義
的
機
構
か
ら
集

団
主
義
的
機
構

へ
の
転
換
が
文
化

の
商
品
化
と
と
も
に
進
行
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
集
団
の
中
で
は
専
門
の
部
署
や
任
務
が
生
じ
る
。
こ
う
し
た
転
換
を
背
景

と
し
て
、
か

つ
て
の
ロ
マ
ン
的
芸
術
観
は
失
効
す
る
。
す
で
に
芸
術
は
、
封
建

主
義
に
対
抗
し
て
、
天
才
主
義
と
独
創
主
義
と
唯
美
主
義
を
か
か
げ
て
進
ん
だ

個
人
主
義
勃
興
期
と
は
遠
く
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
技
術

(テ
ク
ネ
ー
)
と

模
倣
と
い
う
古
代
的
芸
術
概
念
の

「
否
定
」
か
ら
出
発
し
た

「
ロ
マ
ソ
的
個
人

主
義
」
は
、
技
術
に
対
し
て
天
才
の
概
念
を
、
模
倣
に
対
し
て
創
造
の
概
念
を

提
示
し
た

[
同
書
、
四
八
頁
]
。

こ
の
ロ
マ
ン
派
的
美
の
概
念
は
、
個
人
主
義

勃
興
期
に
は
封
建
主
義

へ
の
反
逆
の
武
器
と
し
て
正
当
な
権
利
を
保
持
し
て
い

た
。
し
か
し
、
天
才
と
独
創
と
美
の
概
念
は
、
今
で
は
放
恣
と
個
人
性
と
非
真

実
性

へ
と
転
化
し
て
お
り
、
中
井
は
こ
れ
を

「純
粋
芸
術
の
没
落
」
と
呼
ぶ

[
同

書
、
四
九
頁
凵
。
芸
術
は
個
人
主
義
や
天
才
主
義
か
ら
利
潤
を
目
標
と
す
る
利

潤
的
集
団
主
義

へ
と

「自
己
解
体
」
し
た
の
で
あ
る
。
文
学
は
雑
誌
や
新
聞
な

ど
と
い
っ
た
利
潤
的
存
在
の
た
め
に
、
営
利
的
企
画
、
社
会
の
要
求
の
反
映
、

編
集
の
構
造

へ
の
適
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
絵
画

・
彫
刻
も
ま
た
パ
ト

ロ
ン
や
売
買
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
要
求
、
新
聞
雑
誌
の
編
集
の
構
造
に
適
応
す
る
こ

と
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
利
潤
的
集
団
主
義
は
ロ
マ
ン
主
義
の
芸
術
に
と

っ

て

「自
己
矛
盾
」
に
他
な
ら
ず
、
ロ
マ
ン
主
義
の

「純
粋
性
」
は

「弁
証
法
的

解
体
」
に
よ

っ
て
空
疎
な
抽
象
に
転
化
し
た

[同
書
、
五
二
頁
凵
。

「思
想
的
危
機
に
お
け
る
芸
術
な
ら
び
に
そ
の
動
向
」
で
中
井
は
、
資
本
主

義
と
結
び

つ
い
た
、
個
人
主
義
的
機
構
か
ら
集
団
主
義
的
機
構

へ
の
転
換
を
冷

静
に
分
析
す
る
。
彼
は
そ
こ
で
利
潤
機
構
や
集
団
主
義
的
機
構
を
単
に
告
発
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
は
集
団
主
義
的
機
構
に

「追
い
つ
き
」
、
そ
れ
を

「追
(8
)

い
抜
」
く
新
た
な
集
団
主
義
美
学
を
創
出
し
よ
う
と
す
る

[同
書
、
五
五
頁
]
。

「芸
術
の
集
団
的
組
織
化
を
最
も
自
由
に
お
こ
な

っ
て
い
る
領
域
は
、
演
劇
映

画
そ
れ
に
関
連
す
る
音
楽
の
領
域
」
で
あ
る

[同
書
、
五
〇
頁
凵
。

三
〇
年
代
の

「思
想
的
危
機
」
と
は
専
門
化
と
大
衆
化
の
過
程
で
あ
る
。
「文

化
が
極
度
に
専
門
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
お
の
お
の
お
た
が
い
に
専
門
外
に

な
り
、
相
互
に
俗
衆
化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
精
神
的
専
門
化
が
そ
の
ま
ま
精

神
的
大
衆
化
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
」
[同
書
、
五
二
頁
凵。
専
門
化
と
大
衆
化

は
、
「利
潤
経
済
に
本
質
的
に
結
び

つ
い
て
い
る
」
た
め
に
、
「す
べ
て
の
芸
術

中井正一の思想と映画169



層
に
も
行
き
わ
た
り

つ
つ
あ
る
」
[
同
書
、
五
二
頁
]
。
三
〇
年
代
に
お
い
て
、

純
粋
芸
術
に
ま
で

「思
想
的
危
機

」
、
す
な
わ
ち
専
門
化
と
大
衆
化
、
商
品
化

が
進
行
し

つ
つ
あ
る
と
見
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
も
は
や
純
粋
芸
術
と
大
衆
文

化
を
対
立
さ
せ
前
者
を
特
権
化
す
る
こ
と
は
空
疎
な
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

中
井
の
弁
証
法
的
思
考
は
両
者
の
対
立
に
甘
ん
じ
る
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
「純

粋
芸
術
の
危
機
」
を
見
い
だ
し
、
大
衆
文
化
の
あ
る
領
域
に
新
た
な
芸
術
の
息

吹
を
見
る
。
全
て
の
文
化
が
商
品
化
す
る
中
で
、
映
画
が
芸
術
の
集
団
的
組
織

化
を
最
も
自
由
に
行

っ
て
い
る
領
域
だ
と
す
れ
ば
、
映
画
が
注
目
さ
れ
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、中
井
は
集
団
的
機
構
が
利
潤
機
構
を
脱
落

す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る

[同
書
、
六
〇
頁
]。

映
画
は
新
た
な
芸
術
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
集

団
的
な
思
考
様
式
と
も
関
わ

っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
資
本
主
義
、
又

は
集
団
主
義
機
構
の
拡
大
と
共
に
進
行
す
る

「
文
化
の
極
度
の
専
門
化
」
の
過

程
に
よ
り
、
専
門
家
が
俗
衆
に
転
化
す
る
と
い
う

「
思
想
的
危
機
」
を
認
め
る

な
ら
、
専
門
家
個
人
に
よ
る
判
断
億
当
然
格
下
げ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
個
人
を
こ

え
た
思
考
様
式

へ
の
要
請
が
生
じ
る
。
集
団
主
義
機
構
に
お
け
る
分
業
は
専
門

化
を
も
た
ら
す
が
、
集
団
主
義
機
構
の
内
部
に
お
い
て
こ
の
専
門
化
を
免
れ
る

方
策
が
追
求
さ
れ
て
も
良
い
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
手
が
か
り
と
し
て
も
映
画
は

重
要
性
を
帯
び
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
映
画
は
、
集
団
的
に
組
織
化
さ
れ
た
芸
術

の

一
モ
デ
ル
で
あ
り
、
こ
れ
は
同
時
に
、
専
門
家
と
し
て
の
個
人
を
こ
え
た
集

団
的
思
考

へ
の
示
唆
を
含
む
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
映
画
を
モ
デ

ル
と
し

つ
つ
、
中
井
は

「
思
想
的
危
機
に
お
け
る
芸
術
な
ら
び
に
そ
の
動
向
」

(9
)

を
検
討
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
.
集
団
主
義
機
構
の
分
析

「
思
想
的
危
機
に
お
け
る
芸
術
な
ら
び
に
そ
の
動
向
」
で
中
井
は
、
従
来
の

個
人
主
義
機
構
と
対
応
さ
ぜ
な
が
ら
集
団
主
義
機
構
を
、分
析
し
て
い
る
。
こ
れ

は
個
人
主
義
美
学
を
集
団
主
義
美
学

へ
と
書
き
換
え
る
試
み
で
あ
る
。

中
井
は
二
つ
の
機
構
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
対
比
的
な
図
を
示
し
て
い
る

[同
書
、
五
四
頁
]
。
.

O
①
毒
O
ぽ
Φ
ロ

個
人
毳

構
宀
無

鰭

術
(心
身
了

個
性
-
畢

反
省

国
簿
羞

ほ

O
Φ
鬢
O
匡

Φ
ロ

藁

蘿

宀
鱸

麓
術

国
暮
盞

臥

統組機
制織械

i

性
格

-

委
員
会

ー

批
判
会

彼
に
よ
る
と
、
個
人
に
お
け
る
記
憶
は
集
団
に
お
け
る
記
録
に
対
応
し
、
個

人
に
お
け
る
構
想
は
集
団
に
お
け
る
企
画
が
対
応
す
る
。
個
人
に
お
け
る
技
術

が
心
身
の
関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
集
団
で
は
機
械
/
組
織
/
統
制
が
そ
れ
に

対
応
す
る
。
個
人
に
お
け
る
思
弁
な
る
も
の
は
集
団
で
は
委
員
会
的
討
議
で
あ

り
、
個
人
に
お
け
る
反
省
は
集
団
で
は
批
判
会
で
あ
る
。
個
人
に
お
げ
る
時
間

は
集
団
に
お
け
る
歴
史
で
あ
る
。

170



こ
の
よ
う
に
、
中
井
は
個
人
主
義
機
構
と
の
対
比
か
ら
集
団
主
義
機
構
を
考

察
す
る
。
興
味
深
い
の
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
第

一
に
(
従
来
の
美
学
が
対

象
と
し
た
心
身
の
技
術
と
機
械
技
術
を
対
比
す
る
箇
所
か
ら
は
、機
械
技
術
(現

代
的
な
意
味
で
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
応
す
る
)
が
新
た
な
美
学
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
読
み
と
れ
る
。.す
で
に
中
井
は

一
九
二
九
年
に
「
機
械
美
の
構
造
」
を

『
思

(10
V

想
』
に
発
表
し
、
芸
術
美
と
し
て
の
機
械
美
を
論
じ
て
い
た
。
技
術
を
論
じ
た

三
木
や
戸
坂
と
同
様
、
中
井
に
お
い
て
も
技
術

へ
の
関
心
が
見
い
だ
せ
る
の
で

(↓
あ
る
。

第

二
に
、集
団
主
義
機
構
の

一
典
型
と
し
て
映
.画
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

映
画
を

一・つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
こ
の
分
析
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

映
画
の
株
式
会
社
制
度
は

「
レ
・ン
ズ
を
眼
と
し
、
委
員
会
を
決
意
と
し
、
企
画

を
そ
の
夢
想
と
し
、
統
計
を
そ
の
反
省
と
す
る
と
こ
ろ
の

一
つ
の
利
潤
的
集
団

的
機
関
」
で
あ
る

[
同
書
、
五
三
頁
]
。
映
画
に
は
、
芸
術
の
商
品
化
、
お
よ

び
利
潤
を
目
標
と
し
た
集
団
化
の
状
況
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。、
そ
の
映
画
に
対

し
て

「委
員
会
」
の
術
語
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
中
井
の
思
想
と
映
画
の
関

連
を
示
す
論
拠
と
な
る
。

第
三
の
点
は
、
、集
団
に
お
け
る

「委
員
会
」
と

「
批
判
会
」
は
、
.そ
れ
ぞ
れ
、

個
人
に
お
け
る

「思
弁
」
と

「反
省
」
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
重
要
な
の

は
、
集
団
に
お
け
る

「批
判
会
」
が
個
人
の

「
反
省
」
を
展
開
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る

(実
際
、
「委
員
会
の
論
理
」
(
一
九
三
六
)
で
は

「社
会

組
織
的
批
判
」
は
、
「
思
惟
の
反
省
」
と

「
相
似
」
で
あ
り
、
か
つ

「
層
を

一

つ
超
え
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
)
。
「
思
想
的
危
機
に
お
け
る
芸
術
な
ら

び
に
そ
の
動
向
」
(
一
九
三
二
)

で
、
中
井
は

「
反
省
」
に
つ
い
て
定
義
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
論
文

「言
語
」
(
一
九

二
七
ー
二
八
)
で
へ
ー
ゲ
ル
に
言

及
す
る
際
、
中
井
は

「反
省
、
す
な
わ
ち
悟
性
作
用
」
は

「絶
対
的
否
定
と
し

て
の
創
造
力
」
・
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る

[中
井
、

一
九
八

一

a
、
二
三
八
頁
]
。
私
た
ち
は
こ
こ
で
映
画
か
ら
し
ば
ら
く
遠
ざ
か
り
、
中
井

の

「委
員
会
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

五
.
委
員
会
と
否
定
性

(12
)

三
木
清
に
影
響
を
与
え
た
論
文

「言
語
」
に
、
へ
ー
ゲ
ル

へ
の
言
及
が
あ
る

[中
井
、
、
一
九
八

一
a
、
二
三
八
.頁
]
。
中
井
に
よ
る
と
、
へ
ー
ゲ
ル
に
お
い

て
理
性
ど
悟
性
は
判
然
と
区
別
さ
れ
て
お
り

(『論
理
学
』
『
精
神
現
象
学
』
)
、

し
か
も

「
理
性
論
理
」
は

「悟
性
論
理
、
換
言
す
れ
ば
反
省
論
理
」
の
上
層
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
へ
ー
ゲ
ル
の
体
系
に
お
い
て

「反
省
的
論
理
」
は
.「
常

に
何
も
の
か
常
住
な
ら
ざ
る
未
完
の
も
の
」
で
あ
り
、
理
性
論
理
に
よ

っ
て
「指

導
転
化
」
さ
る
べ
き
も
の
(
「
否
定
の
徴
標
し
か
も
ち
え
な
い
」
も
の
で
あ
る
。

こ
の

「反
省
」
は
感
覚
的
統
覚
と
思
惟
的
理
性
作
用
の

「
中
間
者
」
と
な
り
、

「絶
対
的
否
定
と
し
て
の
創
造
力
」
と
な
る

[
同
書
、
二
一二
八
頁
]
。
中
井
が

注
目
す
る
の
は
、
へ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る

「
否
定
的
根
源
的
力
」
で
あ
る
。

(邑

へ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
否
定
性

へ
の
注
目
は
、
お
そ
ら
く
、
中
井
の
政
治
的
姿

勢
に
関
係
が
あ
る
。
同
論
文
で
中
井
.は
へ
ー
ゲ
ル
が

ロ
マ
ン
主
義
者
と
交
流
を

持

っ
た
こ
と
、
ま
た
へ
ー
ゲ
ル
が
自
ら
を
回
想
し
つ
・つ
、
弁
証
法
と
は

「方
法

的
に
訓
練
さ
れ
た
反
抗
的
精
神
」
と
述
べ
た
こ
と
を
指
摘
す
る

[
同
書
、
二
四

四
頁
]
。
こ
の

「反
抗
的
精
神
」
は

「否
定
的
精
神
」
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

中井正一の思想 と映画正71



い
る
。
中
井
は
、
へ
ー
ゲ
ル
の

「
否
定
的
精
神
」
に
つ
い
て
こ
う
問
い
か
け
る
。

「彼
の
汎
論
理
主
義
の
内
面
に
は
、
ざ
わ
め
け
る
社
会
と
フ
ラ
ソ
ス
革
命
の
刺

激
に
よ

っ
て
い
ら
だ
て
る
反
抗
者

の
群
の
声
高
き
論
争
の
雑
音
が
響
い
て
は
い

な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と

.[
同
書

、
二
四
五
頁
]
。
論
文

コ
言
語
」
を
終
え
る
前

に
、
中
井
は

「
反
抗
的
精
神
」
を
さ
ら
に
言
い
換
え
る
。
そ
れ
は

「み
ず
か
ら

み
ず
か
ら
の
足
下
を
も
か
え
り
み
、
揺
る
ぎ
滑
り
、
抜
け
て
い
く
底
の
も
の
で

あ
る
」
、
と

[
同
書
、
二
四
六
頁
]
。
中
井
に
お
い
て
は
、
自
己
を
離
脱
す
る
否

定
性
と
反
抗
的
精
神
は
結
び

つ
い
て
お
り
、
こ
れ
は

「抜
け
て
い
く
底
」
と
い

(14
)

う

「
無
底
」
を
想
起
さ
せ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
と
と
も
に
語
ら
れ
る
。

(15
)

「
委
員
会
の
論
理
」

(
一
九
三

六
)
で
は
、
「批
判
」
の
契
機
は

「
委
員
会
」

の
論
理
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
先
の
論
文

(「
思
想
的
危
機
に
お
け
る

芸
術
な
ら
び
に
そ
の
動
向
」)
で
個
人
に
お
け
る

「
反
省
」
に
対
応
し
て
い
た

集
団
に
お
け
る

「批
判
」
は
、
今
や
、
提
案
、
計
画
、
報
告
、
と
と
も
に

「実

践
の
論
理
」
の
回
帰
的
な
四
契
機
を
な
し
て
い
る
。
否
定
性
が
く
み
こ
ま
れ
た

こ
の

「実
践
の
論
理
」
に
、
思
惟

、
討
論
、
技
術
、
生
産
と
い
っ
た
各
文
化
段

階
の
ロ
ゴ
ス
、
す
な
わ
ち

「言
わ
れ
る
論
理
」
「書
か
れ
る
論
理
」
「
印
刷
さ
れ

る
論
理
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
の
が

「
委
員
会
の
論
理
」
で
あ
る
。

た
だ
し
、
二
〇
年
代
後
半
に
発
表
さ
れ
た
論
文

「
言
語
」
が
へ
ー
ゲ
ル
と
ロ

マ
ン
派
の
接
点
を
重
視
し
て
い
た

の
に
対
し
て
、

一
九
三
六
年
の

「委
員
会
の

論
理
」
で
は
む
し
ろ
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
る
。
こ
の
変
化

は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
フ
ァ
シ
ズ

ム
が
優
勢
と
な
る
三
〇
年
代
の
暗
闇
に
あ

っ

て
、
中
井
は
、
ロ
マ
ン
派
に
影
響
を
与
え
た
フ
ィ
ヒ
テ
に
対
し
て
、
そ
れ
が
ド

イ
ツ
の
ユ
ン
カ
ー
ト
ゥ
ム
的
国
粋

主
義
の
反
動
に
そ

っ
た
も
の
で
あ
り
、
ゲ
ル

マ
ニ
ヤ
的
な
民
族
の
血
に
基
礎
を
持
つ
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「若
い
へ
ー

ゲ
ル
が
か
か
る
ロ
マ
ン
派
の
系
統
の
中
に
あ

っ
た
こ
と
は
い
な
み
が
た
い
」
に

せ
よ
、
「
主
体
性
…
…
(略
)
…
…
の
意
味
を
真
に
自
己
み
ず
か
ら
の
分
裂
契
機

(16
)

の
中
に
置
い
た
」
点
で
、
へ
ー
ゲ
ル
は
ロ
マ
ン
派
と
は
異
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、

ロ
マ
ン
派
の
実
体
概
念
か
ら
区
別
さ
れ
る
へ
ー
ゲ
ル
の

「主
体
性
の
弁
証
法
」

は

「
常
に
み
ず
か
ら
を
否
定
の
契
機
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
分
裂
発
展
の
過
程
的

媒
介
」
で
あ
る

[中
井
、

一
九
八

一
a
、
六
二
頁
凵
。
こ
の
意
味
で
、
そ
れ
は

「媒
体

(メ
デ
ィ
ウ
ム
)
の
中
の
要
素

(エ
レ
メ
ン
ト
)
で
は
な
く
し
て
、
常

に
み
ず
か
ら
二
つ
に
分
裂
す
る
契
機
を
持

つ
と
こ
ろ
の
、
否
定
的
な
媒
介

(ミ

(17
)

ヅ
テ
ル
)
」
で
あ
る
。

二
〇
年
代
に
ヘ
ー
ゲ
ル
と
ロ
マ
ン
派
の
関
連
に
注
目
し
、
反
省
的
な
論
理
、

根
源
的
否
定
性
を
摘
出
し
た
中
井
は
、
三
〇
年
代
に
は

「
血
の
論
理
」
と
い
う

陥
穽
を
回
避
す
る
方
策
と
し
て

「
否
定
的
な
媒
介
」
を
自
己
の
論
理
と
し
て
見

(18
)

い
だ
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
否
定
性
を
付
与
さ
れ
た
委
員
会
の
論
理

は

「
回
帰
的
で
あ
り
な
が
ら
無
限
進
展
の
過
程
」
で
あ
る
こ
と
、
進
展
で
あ
る

と
同
時
に
回
帰
す
る
と
い
う
両
義
的
性
格
を
持

っ
て
い
る
。

中
井
に
よ
れ
ば
、
「委
員
会
の
論
理
」
を
表
す
有
名
な
彼
の

「図
式
」
は

「
一

つ
の
提
案
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
中
井
の
論
文

「委
員
会
の
論
理
」
も
ま
た
、
「実

践
の
論
理
」
か
ら
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
「委
員
会
の
論
理
」
を
あ
ら
わ
す
図
式

に
つ
い
て
中
井
は
述
べ
る
。
「
こ
の
図
式
が
み
ず
か
ら
ほ
か
の
も
の
に
換
わ
る

こ
と
に
ま
た
実
践
の
論
理
の
重
大
な
意
味
が
あ
る
」
と

[中
井
、

一
九
八

一
a
、

一
〇
七
頁
]。
「委
員
会
の
論
理
」
は
メ
タ

・
レ
ヴ

ェ
ル
か
ら
集
団
的
思
考
を
示

す

「
思
惟
的
図
式
と
し
て
完
結
」
す
る
の
で
は
な
く
、
「
実
践
そ
の
も
の
の
中

172



に
、
み
ず
か
ら
位
置
づ
け
」
ら
れ

て
い
る

[同
書
、

一
〇
六
頁
凵
。
委
員
会
の

(19
)

論
理
の
回
帰
性
、
非
完
結
性
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
集
団
に
お
け
る
否
定

性
と
し
て
の

「批
判
」
を
導
入
し
た
が
ゆ
え
の
、
こ
の
非
決
定
性
は
、
「委
員

会
の
論
理
」
が
究
極
的
な
目
的
、
例
え
ば
階
級
の
本
質
的
な
課
題
に
統
御
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
内
部
に
お
け
る
本
質
的
な
階

級
課
題
/
偶
発
的
な
外
部
と
い
っ
た
区
別
が
無
効
と
な
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
i
的
試
み

(20
)

を
想
起
さ
せ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

六
,
機
械
時
代
に
お
け
る
主
観
の
崩
壊

さ
て
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、

一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
専
門
化
、
大
衆
化

と
い
っ
た

「
思
想
的
危
機
」
1

こ
れ
は
利
潤
機
構
の
浸
透
と
結
び

つ
い
て
い

る
の
だ
が
ー

に
中
井
が
直
面
し
、
彼
が
集
団
主
義
機
構
を
冷
静
に
分
析
す
る

さ
ま
を
足
早
に
振
り
返

っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
へ
ー
ゲ
ル
の
否
定

性
や
反
省
概
念
、
否
定
的
な
媒
介

(ミ
ッ
テ
ル
)
な
ど
の
問
題
を
経
由
し
な
が

ら
、
彼
の
理
論
的

「
実
践
」
は
、

つ
い
に

「委
員
会
の
論
理
」
へ
と
結
実
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
る
集
団
的
な
主
体
性
は
、
同

一
性
を
想
定

し
た
も
の
で
は
な
い
。
ω
目
9
①葬

の
発
展
段
階
を
素
描
し
た
論
文
、
「
ω
q
9
Φ醇

の
問
題
」
(
一
九
三
五
)
で
中
井
は

、
「連
続
的
同

一
性
」
を
も

つ

「基
体
的
お

よ
び
実
体
的
主
体
性
」
に
対
し
、
常
に
分
裂
す
る

「過
程
」
と
し
て
、
実
践
的

お
よ
び
弁
証
法
的
主
体
性
を
定
義
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

[中
井
、

一
九
八

一

a
、
四
四
頁
]
。

中
井
に
お
い
て
、
理
論
的
に
主
観
の
崩
壊
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
他
の

論
文
で
よ
り
明
確
化
さ
れ
る
。
以
下
、
論
文

「
現
代
美
学
の
危
機
と
映
画
理
論
」

(
一
九
五
〇
)
、
及
び

『
美
学
入
門
』

(
一
九
五

一
)
か
ら
考
察
す
る
。

中
井
に
よ
る
と
、
カ
ソ
ト
の
段
階
で
は
、
感
情
は
、
悟
性
と
理
性
の
中
間
者

と
し
て
体
系
的
秩
序
の
中
に
構
成
さ
れ
、
感
情
は
自
我
の
人
格
の
秩
序
と
関
連

し
て
綱
紀
を
も

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
機
械
時
代
に
お
け
る
人
格
は
、
プ
ル
ー

ス
ト
が
し
め
す
よ
う
に
、
『
時
々
刻

々
に
継
起
す
る

「
自
我
群
」
に
分
割
さ
れ

て
、
他
人
に
も
伝
え
ら
れ
ず
、
自
分
に
も
捉
え
ら
れ
な
い
自
我
が
、
バ
ラ
バ
ラ

と
な
り
自
己
の
微
粒
子
と
な

っ
て
、
寸
断
さ
れ

つ
つ
流
れ
う
ご
め
い
て
い
く
』

[中
井
、

一
九
八

一
c
、

一
八
七
頁
凵。
秩
序
だ

っ
た
自
我
の
統

一
性
と
い
っ

曾
V

た
幻
想
は
中
井
に
と

っ
て
も
は
や
過
ぎ
去

っ
た
前
提
に
す
ぎ
な
い
。
カ
ン
ト
か

ら
遠
ざ
か

っ
た
芸
術
論
は

「主
観
を
解
体
さ
せ
て
し
ま

っ
た
」
の
で
あ
る

[中

井
、

一
九
七
五
、

一
二
四
頁
凵
。
こ
れ
は
同
時
に

「客
観
も
が
、
今
ま
で
の
、

物
自
身
と
し
て
の
実
体
性
を
失
」
う
こ
と
で
あ
る

[同
書
、

=

一四
頁
]。
全

体
は

「意
識
の
な
い
関
係
構
造
」
の
中
に
解
体
さ
れ
る
。

中
井
は
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
、
デ

ュ
ウ
イ
ら
の
理
論
を
こ
の
機
械

時
代
の
状
況

へ
の
適
応
と
位
置
づ
け
る
。
こ
れ
に
対
し
て
機
械
時
代
に
警
告
し
、

抵
抗
す
る
も
の
と
し
て
彼
は

マ
ル
ク
ス
を
あ
げ
て
い
る
。
「機
械
文
化
の
も
つ

秘
密
に
対
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
を
そ
の
先
端
と
し
て
立
ち
向

っ
た
の
が
マ

ル
ク
ス
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
[中
井
、

一
九
七
五
、

一
三
四
頁
]。
マ
ル
キ
シ
ズ

ム
は
、
機
械
時
代
に
適
応
し
た
理
論
の
依
拠
す
る
、
媒
体

(メ
デ
ィ
ウ
ム
)
と

し
て
の
媒
介
で
は
な
く
、
常
に
み
ず
か
ら
二
つ
に
分
裂
す
る
契
機
を
持
つ
と
こ

ろ
の
、
否
定
的
な
媒
介

(ミ
ッ
テ
ル
)
に
お
い
て
概
念
を
構
成
す
る
。
ま
た
そ

れ
は
個
人
の
意
識
を
こ
え
た
集
団
の
行
動
に
着
目
す
る
。
否
定
的
な
媒
介
と
集
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団
性
は
委
員
会
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
中
井
の

「委
員
会
」
は
主
観
の

崩
壊
を
帰
結
し
た
機
械
文
化
や

「意
識
の
な
い
関
係
構
造
」
に
抵
抗
す
る
も
の

と
し
て
の
弁
証
法
に
よ

っ
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
同

一
性
を
持

つ
実
体

的
主
体
性
に
基
づ
く
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

七
.
製
作
す
る
観
客

私
た
ち
は
機
械
時
代
に
お
け
る
主
観
の
崩
壊
と
い
う
状
況
を
振
り
返

っ
て
き

た
。
映
画
が
注
目
さ
れ
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
社
会
状
況
に
お
い
て
で
あ
る
。
映

画
が
主
観
主
義
美
学
か
ら
逸
脱
す
る
の
は
、
そ
れ
が
利
潤
を
追
求
す
る
か
ら
で

あ
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
集

団
的
に
製
作
さ
れ
宀
ま
た
映
画
に
は
制
作
す

る
主
観
は
な
く
レ
ソ
ズ
と
い
う
物
質
的
視
覚
が
あ
る
だ
け
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。

「伝
統
の
美
学
は
自
我
の
崩
壊
と
共
に
崩
壊
」
し
.た
。
そ
の
後
、
中
井
に
と

っ

て
、
映
画
は
新
た
な
美
学
を
模
索

す
る
際
の
モ
デ
ル
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
個

人
の
主
觀
が
肘
壊
す
る
機
械
時
代

に
あ

っ
て
、
制
作
す
る
主
観
な
き
映
画
に
よ

る
自
由
な
集
団
的
組
織
化
は
、
時
代
状
況
に
内
在
的
な
突
破

口
を
切
り
開
く
集

団
的
な
主
体
性
の
モ
デ
ル
の

一
つ
で
も
あ

っ
た
。

中
井
に
よ
れ
ば
、
映
画
の
感
覚

は

「
カ
ン
ト
の
い
う
感
覚
の
主
観
性
の
約
束

を
ケ
シ
飛
ば
し
て
」
お
り
、
こ
の

「
フ
ィ
ル
ム

・
レ
ソ
ズ
感
覚
」
は
個
人
の
主

観
や
観
念
か
ら
逃
れ
去
る

「物
質
的
客
体
性
」
を
帯
び
て
い
る

[中
井
、

一
九

八

一
c
、

一
七
四
頁
]
。
映
画
の
持

つ
物
質
性
の
特
徴
は
、
カ

ッ
ト

の

一
つ

一

つ
が

「
モ
ソ
タ
ー
ジ

ュ
」
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
学
は

「
で
あ
る
」

「
で
な
い
」
の
コ
ブ
ラ
を
持

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
映
画
に
は
こ
れ
が
欠
け
て

い
る

。

し

た
が

っ
て

、
製

作

者

の
主

観

は

「
カ

ッ
ト

を

制

約

す

る

こ
と

が

で

き

な

い
」

[
中

井

、

一
九

八

一
c
、

一
九

二
頁

]
。

こ

こ
か

ら

映

画

の
大

衆

的

か

つ

集

団

的

な

性
格

が

あ

ら
わ

れ

る

。

つ
ま

り

、
カ

ッ
ト

と

カ

ッ
ト

を

連

続

す

る

の

(22
)

は
、
見
る
大
衆
な
の
で
あ
る
。
「観
衆
は
…
…
(省
略
)
…
…
自
分
の
目
で
見
た

も
の
を
勝
手
に
自
分
が
つ
な
い
で
見
て
い
く
の
で
あ
る
」
[中
井
、

一
九
八
O

c
、
二
〇
七
頁
凵
。
中
井
の
映
画
論
に
お
い
て
、
最
終
的
な
製
作
者
は
観
客
自

身
で
あ
る
。
観
客
は
製
作
す
る
。
ま
た
、
製
作
老
は
利
潤
の
点
か
ら

「
大
衆
の

意
欲
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
」
な
い

[中
井
、

一
九
八

一
c
馬

一
九
〇
頁
]
。

露
)

こ
こ
で
は
製
作
者
と
観
客
と
の
区
別
は
曖
昧
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ブ
ラ

の
欠
如
と
い
う
テ
ー
ゼ
の
興
味
深
い
第

一
点
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
芸
術

家
と
受
け
手
の
間
の
分
割
は
な
く
、
創
造
的
な
芸
術
家
と
消
費
的
な
受
け
手
と

い
っ
た
対
比
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
現
代
の
能
動
的
受
け
手
理
論
の
軌
跡
が
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
受
け
手
に
お
け
る
能
動
性
の
過
度
の
称
揚
が
マ
ク
ロ
な
経
済
的

・
政

治
的
問
題
の
忘
却
に
通
じ
る
と
い
う
危
険
性
で
あ
る

[ζ
o忌

ざ

H
㊤
㊤
ω
]
。
し

か
し
、
中
井
の
慧
眼
は
、
観
客
の
創
造
性
の
み
な
ら
ず
、
規
格
化
の
可
能
性
や

マ
ク
ロ
な
状
況
の
も
た
ら
す
危
険
性
を
も
指
摘
し
て
い
た
。
.戦
後
の
論
文
で
中

井
は
映
画
の
陥
穽
を
指
摘
す
る
。
例
え
ば

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
い
か
に
映
画
界
を

利
用
し
た
か
」
、
ま
た

「金
融
機
構
が
新
聞
と
蓄
音
機
と
ラ
ジ
オ
と
映
画
の
関

連
に
お
い
て
、
流
行
に
い
か
な
る
構
成
を
も

つ
か
。
や
が
て
そ
れ
が
い
か
な
る

手
持
の
理
論
家
を
も

つ
に
い
た
る
か
」
な
ど
の
陥
穽
で
あ
る

[中
井
、

一
九
八

一
c
、

一
八
九
頁
]
。
映
画
は
ま
た
人
間
を

「
ミ
ー
チ
ャ
ソ
、
ハ
ー
チ
ャ
ソ
型

と
し
て
鋳
な
お
す
」
こ
と
、
「利
潤
対
象
と
し
て
の
大
衆
」
を
つ
く
り
だ
す
規
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格
化
の
可
能
性
を
持

っ
て
い
る

[同
書
、」
一
九
〇
頁
凵
。
こ
の
よ
う
に
、
観
客

の
創
造
性
に
通
じ
る
コ
ブ
ラ
の
欠
如
は
、
規
格
化
の
可
能
性
と
共
に
考
慮
さ
れ

て
い
る
。
創
造
性
と
束
縛
の
共
存
。
こ
れ
は
中
井
の
映
画
理
論
に
お
け
る
破
綻

で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
論
理
的
矛
盾
で
は
な
く
、

現
実
の
世
界
に
あ
る
弁
証
法
的
矛
盾
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
高
級
文
化
/
大
衆
文
化
の
対
比
か
ら
、
コ
ブ
ラ
の
欠
如
の
提
起
す
る

問
題
を
考
察
す
る
。
通
常
、
個

人
の
制
作
す
る
芸
術
と
し
て
の
高
級
文
化

(置
αq
げ

o巳
叶霞
Φ
)
は
能
動
的
に
享
受
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
商
業
的
で
操
作

的
な
大
衆
文
化

(bP簿
ωω
O自
一け自
吋Φ
)
は
受
動
的
に
消
費
さ
れ
る
と
対
置
さ
れ
る
。

映
画
の
受
容
過
.程
に
お
い
て
、
大
衆
が
カ
ッ
ト
と
カ

ッ
ト
を
能
動
的
に
結
合
す

る
と
い
う
中
井

の
視
点
は
、
こ
う

し
た
対
立
を
明
ら
か
に
逸
脱
す
る
。
映
画
の

映
像

テ
ク
ス
ト
は
文
化
産
業
に
よ

っ
て
大
量
生
産
さ
れ
る
大
衆
文
化
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
衆
文
化
の
産
物
を
受
容
す
る
局
面
で
、
観
客
は
自
ら
カ

ッ
ト
と
カ

ッ
ト
を
編
集
す
る
。
こ
の
能
動
性

に
お
い
て
、
中
井
の
言
う
映
画
は
高
級
文
化

と
交
叉
し
て
も
い
る
。
能
動
的
な
高
級
文
化
、
及
び
受
動
的
な
大
衆
文
化
と
い

う
位
階
序
列
に
中
井
は
束
縛
さ
れ

て
お
ら
ず
、
彼
の
言
う
映
画
は
高
級
文
化
、

大
衆
文
化
の
い
ず
れ
に
も
還
元
し
得
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
映
画
は
民
衆
自
身

に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
る
、
真
正

の
文
化
と
し
て
の
民
衆
文
化

(ho
涛

o巳
-

9
お
)
と
も
明
ら
か
に
異
な
る
。
中
井
の
言
う
映
画
と
は
、
文
化
産
業
の
産
物

で
あ
る
映
像
を
結
合
し
て
観
客
自
身
が
作
り
出
す
と
い
う
点
で
、
大
衆
文
化
/

民
衆
文
化
の
い
ず
れ
で
も
な
い
。
そ
れ
は
両
者
が
交
叉
し
、
絡
み
合
う
領
域
で

あ
り
、
あ
た
か
も
支
配
的
文
化
と
従
属
的
文
化
の
闘
争
の
領
域
で
あ
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
井
の
映
画
論
、
と
り
わ
け
コ
ブ
ラ
の
欠
如
の
テ
ー
ゼ
は
、

製
作
者
と
観
客
、
あ
る
い
は
高
級
文
化
と
大
衆
文
化
、
大
衆
文
化
と
民
衆
文
化

と
い
っ
た
二
分
法
を
解
消
す
る
も
の
と
し
て
解
釈
し
う
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た

視
点
は
映
画
論
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
例
え
ば

『土
曜
日
』
の
巻
頭
言
に

お
け
る

「
汎
て
の
読
者
が
執
筆
者
と
な
る
」
[中
井
、

一
九
六
二
、
二
〇
七
頁
]

(42
)

と
い
う
言
葉
は
、
活
字
メ
デ

ィ
ア
に
お
け
る
執
筆
者
と
読
者
の
交
叉
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
論
文

「探
偵
小
説
の
芸
術
性
」
の
言
葉
に
は
、
高
級
文
化

と
大
衆
文
化
を
交
叉
さ
せ
る
弁
証
法
的
発
想
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
っ
「
わ

れ
わ
れ
は
か
の
ジ
ャ
ズ
の
中
に
切
れ
切
れ
に
さ
れ
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
が
あ

る
よ
う
に
、
探
偵
物
の
中
に
寸
断
さ
れ
な
が
ら
し
か
も
そ
の
中
に
成
長
力
を
も

っ
て
い
る

『
罪
と
罰
』
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
る
」
[中
井
、

一
九
八

一
c
、

二
七
〇
頁
]
。
こ
の
鋭
い
洞
察
は
、
現
代
の
ポ
ピ

ュ
ラ
i

・
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究

に
お
い
て
再
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

極
度
の
専
門
化
に
よ

っ
て
生
じ
る
知
識
人
の
大
衆
へ
の
転
化
、
そ
し
て
資
本

主
義
に
よ
る
文
化
の
商
品
化
と
集
団
化
、
さ
ら
に
は
機
械
時
代
に
お
け
る
主
観

の
崩
壊
、
と
い
っ
た
状
況
に
お
け
る
中
井
の
理
論
的
実
践
を
考
察
し
て
き
た
。

こ
の
危
機
的
状
況
を
内
在
的
に
乗
り
越
え
る
異
分
野
の
試
み
と
し
て
、
中
井
の

映
画
理
論
と
委
員
会
の
論
理
は
同
型
で
あ
る
。
映
画
論
で
は
、
製
作
者
と
観
客

は
交
叉
し
て
お
り
、
集
団
的
製
作
者
の
生
み
出
す

コ
ブ
ラ
な
き
作
品
は
カ

ッ
ト

を
結
合
す
る
観
客
自
身
に
よ

っ
て
作
り
か
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
委
員
会
の
論
理
に

は
指
導
す
べ
き
前
衛
党
と
指
導
さ
れ
る
大
衆
の
区
別
は
な
く
、
批
判
的
討
議
は

回
帰
的
か
つ
無
限
進
展
の
過
程
で
あ
る
。
こ
の
両
者
に
は
、
自
ら
を
否
定
の
契
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機
と
し
て
他
の
も
の
に
転
化
す
る
否
定
性
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
統

一
の
み
な

ら
ず
分
裂
を
重
視
す
る
弁
証
法
的
発
想
が
同
型
性
を
生
み
出
し
て
い
る
。

注

」
(
1

)

.

(
2
)

ス
ト
ー
レ

イ
は
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

・
カ
ル
チ

ャ
ー
に
関
す

る
従
来

の
定
義
を
以

下

の
六

つ
に
整
理
し

て
い
る

[
ω
8
器
ざ

お
O
G。
"
①
I
H
。。
凵
。
①
量
的
な
指
標

に

よ

る
定

義
で
あ
り
、
多
く

の
人

々
に
よ

っ
て
好
ま
れ

る
文
化

。
②

高
級
文
化

の
残
余

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
の
定
義

で
あ
り
、
高
級
文
化

の
規
準

に
到
達
し

な

い
も
の
が
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

・
カ
ル
チ

ャ
ー
と
な
る
。
③
大
衆

の
消
費

の
た
め

に
大
量
生
産
さ

れ
た
商
業
的
文

化

(O
O
昌P
昌P
O
「O
一9
一

〇ロ
一冖口
「Φ
)
で
あ
り
、
受

動
的
な
も

の
と
さ
れ
る
大
衆
文
化

(日
9
しoω

O⊆
一け9
『①
)
と
し

て
の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

・
カ
ル
チ

ャ
ー
。
④
民
衆
文
化

(臣O
一吋

O目
一叶q
吋
Φ
)

と
し
て
の
ポ
ピ

ュ
ラ
i

・

カ
ル
チ

ャ
ー
。
民
衆

に
よ

っ
て
作
り

出
さ
れ

る
真
正

の
窪
爵
Φ暮
8
文
化
で
あ

る
。
⑤

従
属

集
団
に
よ

る
抵
抗
力

と
支
配
集
団
に
よ

る
合

一
化
の
間

の
闘
争

の
場

と
し
て

の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

・
カ
ル
チ

ャ
ー
。

こ
れ
は
グ

ラ
ム
シ
の

ヘ
ゲ

モ

ニ
i
概
念

に
関
連
す
る
定
義

で
あ
り

、
支
配
階
級
と
従
属
階

級
、
あ
る

い
は

支
配
的

文
化
と
従
属
文
化
と

の
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
闘
争

の
領
域

と
し
て
ポ
ピ

ュ

ラ
i

・
カ
ル
チ

ャ
ー
が
定
義
さ

れ
る
。
そ
れ
は
、
文
化
産
業

の
産

物
、
す
な

わ
ち

、
大
衆

文
化

の
中
か
ら
民
衆

が
能

動
的
に
作
り
出
し

た
も
の
で
あ
る
。

⑥
全

て
の
文
化
は
商
業
的
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
、
唱
o
娼
巳
舞
＼
5
霧
ω

。阜

ε
お
と

い
う
区
別
を
認
め
な

い
も

の
。
以
上

の
共
通
点
と
し

て
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー

・
カ
ル
チ

ャ
ー
は
産
業
化
と
都

市
化

以
降
に
現
れ
た
と

ス
ト
ー
レ

イ
は
述

べ

て
い
る
。

美
学

に
お
け
る
中
井

の
師
は
深

田
康

算
で
あ
る
。
深

田
は
当
時

、
岩
波
書
店

が
出
版
し
た

『
カ

ソ
ト
全
集
』
の

『判
断
力
批
判
』

の
翻
訳
予
定
者
と
し

て
、

こ
の
書
物
を
熟

読
し

て
い
た

[
久

野
、

一
九

入

一
、
四

六
八
頁
]
。

久
野
収

に
よ

る
と
、
当
時
、
カ

ソ
ト

の

『
判
断

力
批
判
』
は
、
彼

の

二
つ
の
理
性
批

(3

)

(4

)

(5

)

(6

)

(7
)

判
を
媒
介

す
る
も
の
と
し
て
重
要
性
が
新

た
に
評
価
し
直
さ
れ

は
じ

め
て

い

た
。
と
り

わ
け
、
こ
の
潮
流
を
促
進
す

る
も
の
が

『
序
文
前
稿
』

の
完

全
刊

行

で
あ

っ
た

[
同
書

、

四
六
八
頁
]
。
深

田
の
も

と
で
カ

ン
ト
を
学
ん

だ
中

井
は
、
「
カ

ソ
ト
第

三
批
判
序
文
前
稿

に

つ
い
て
」

(
一
九

二
七
)
、
「
カ

ン
ト

に
お
け

る
中
間
者

と
し

て
の
構

想
力

の
記

録
」

(
一
九

四
九

)
を
発
表

し
て

い
る

(
い
ず
れ
も

『
全
集
1
』

所
収
)
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
[中
井

「
色
彩
映
画

の
思

い
出
」

(
一
九
五

一
)
『
全
集

3
』
凵
を
参

照
。
中
井

や
辻
部
ら

五
人

に
よ

っ
て
二

つ
の
映
画
が
完
成
し
、
学

者
、
映
画
人

の
前

で
発

表
会
が
行
わ
れ
た

。
こ
れ
は
毎

日
新
聞

に
よ

っ
て
大

き
く
取

り
上
げ

ら
れ
た

と
い
う

[
同
書

、
二
三

五
頁
凵
。

「
探
偵
小
説

の
芸
術
性
-

文
学

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
」
(
一
九

三
〇

、
[
『
全
集
3
』

所
収
凵
)
、
「
ス
ポ

ー
ツ
の
美

的
要
素
」

(
一
九
三
〇

)
、
「
ス
ポ
ー

ツ
気
分
の
構

造
」
(
一
九
三
三
)
、
「
ス
ポ

ー
ツ
美

の
構
造
」
(執
筆

年
月
不
明
)
[以
上
、
『
全

集

1
』
所
収
]
。

『
美

・
批
評
』
、
『
世
界
文
化
』
、
『
土
曜

日
』

に

つ
い
て
は

[平
林

、

一
九
六

八
凵
、

[新

村

他

、

一
九
七

五
]
参
照
。
ま

た
、
『
土
曜

日
』

の
原
型

と
な

っ

た

『
京
都

ス
タ
ヂ

オ
通
信
』
と
斉
藤
雷
太
郎

に

つ
い
て
は

[伊
藤

、

一
九
七

八
]
が
詳
し

い
。

平
林

の
見
解

に
よ
る
と
、
中
井

の

「
委
員
会

の
論
理
」
は

「
京
都
家
庭
消
費

組
合
運
動

の
具
体

的
実

践
が
中
井

の
原
体
験

と
な
り
、
そ
れ
を
媒
介

と
し
て

生
み
出
さ
れ
た

も
の
で
あ

っ
た
」
[
平
林

、
前
掲

書
、

二
六
三
頁
凵
。
こ
の
組

合

の
発
起
人

で
あ

り
理
事
長
と
な

っ
た

の
は
能
勢

克
男

で
あ
り

、
中
井

は
理

事

の

一
人

で
あ

っ
た
。
組
合
員

に
は

、
西
田
幾

多
郎
、

田
邊
元
な
ど

も
い
た

と

い
う

[
同
書
、

二
六
三
頁
]
。

杉
山
光
信

の
指
摘

に
よ
れ
ば
、
中
井
が

『
判

断
力
批
判
』

に

つ
い
て
の
論
文

を
書

い
た

の
と

同
じ

一
九

二
五
年

に
、
ホ

ル
ク

ハ
イ

マ
ー
も
、
新

カ

ソ
ト
派

の
コ
ル
ネ

リ
ウ
ス
の
も
と
で

『
判
断
力
批
判
』

に

つ
い
て
論
文
を
書

い
て
い

176



(8
)

(
9

)

(
10
)

(
11
)

(12

)

(
13
)

た

[
杉
山
、

一
九
七
五
、
五
十
八
頁
]
。

中
井

の
思
考
す

る
集
団
主
義
美
学

で
は

、
個
人
主
義
美
学
に
お
け

る
快

・
不

快

の
感
情

に
対
応

し
て
、
集
団
に
お
け

る

「
組
織

的
感
覚
」
な
ど
が
考
察

さ

れ
る

[
同
書

、
五
六
頁
凵
。

た
だ
し
、
映
画
美
学

の
探

求
が
集
団
的
主
体
性

の
模
索

に
ア
イ
デ

ィ
ア
を
与

え
た
と
い
う

点
と
同
時

に
、
そ
の
逆

の
側
面
も
無
視
す
べ
き

で
は
な

い
。

「機

械
が
自
然

の
模
倣

で
あ
る
と
共
に
、
ま
た
道

具
を

通
し
て
存
在
す
な
わ

ち
人
間
の
拡
大

で
あ
る
意
味

に
お

い
て
、
そ
れ
は

一
つ
の
大
き
な
芸
術

の
歩

み
と
そ
の
歩
調
を

共
に
し

て
い
る
と
考

え
う

る
…
…
(
省
略
)

…

:
そ
し

て
機

械
美

が
深

い
意
味

で

一
つ
の
芸
術

美
で
あ
る

こ
と
も
ま

た
考
察

さ
れ
う
る

で

あ

ろ
う
」

[「
機

械
美

の
構

造
」
『
全
集
3
』
、

二
五

四
頁
凵
。

こ
こ
で
、
中
井

が
道

具
を

「
人
間

の
拡
大
」
と

し
て
位

置
づ
け
て

い
る

の
は
メ
デ

ィ
ア
論
的

な
視
点
か
ら
も
興
味
深

い
。

.戸
坂

の
技
術

論
に

つ
い
て
は

[戸

坂
、

一
九
三
三
凵
を

、
三
木
清

の
技
術
論

に

つ
い
て
は

[
三
木
、

一
九

四

一
凵
を
参

照
。
中
井

の

「
委
員
会

の
論
理
」

で
も

「
媒
介

と
し
て
の
技
術
」
が
問
題

と
さ
れ
る

[
中
井

、

一
九
八

一
a
、

八
五
頁
]
。

久
野
収
は
中
井

の
論
文

「
言
語
」

に
言
及

し
た
後

、
レ
ト

リ

ッ
ク
の
問
題

に

関
し

て
こ
う
述

べ
て
い
る

。
「
三
木
さ
ん

は
中
井

さ
ん

の
論
文

を
横

に
に
ら

み
な
が
ら
、

問
題

を
新
し
く
提
出
し
な
お

し
た

の
だ
と

い

っ
て
よ

い
で
し
ょ

う

」
と
。
[
久
野
、

一
九
七
六
、

}
一
六
頁
]
。

本
文
と
は
異
な

る
現
代

の
文
脈
で
、

へ
ー
ゲ

ル
の
否
定

性
は
以
下

の
よ
う

に

評
価
さ
れ
る

。
ク
リ
ス
テ
ヴ

ァ
に
よ
る
と

、
へ
ー
ゲ
ル
の
否
定
性
は

「
カ
ソ

ト
か
ら
言
語
学
と
人
類
学

の
構

造
主
義

…
…

に
い
た
る
ま
で

の
論
理
操
作
あ

る
い
は
対
立
的

二
項

を
構

成
す
る
限
界

で
は
な

い
」

(
国
訪

8
<
斜

国
こ

ト
黛

ミ
S
ミ
載
§

§

ミ
§
寒

唐

ミ
鳶
ミ

H
ク
リ
ス
テ
ヴ

ァ
、
一
九
九

一
、原

田
訳

、

『
詩

的
言
語

の
革
命
』
剄

草
書
房

、

一
二
三
頁

)
。
た
だ

し
、

ク
リ
ス

テ
ヴ

(
14
)

(
15
)

(
16
)

(17
)

ア
が
注
目
す

る
の
は

、
判

断
に
内
在
す
る
否
定

で
は
な
く
、
主
体

の
意
識

の

外

に
あ
る
否
定

で
あ

る
。

論

文

「
言
語
」

⑪

「
抜
け

て
い
く
底
」
と
類
似
し

た
表

現
と
し
て
は
、
論
文

「委
員
会

の
論
理
」

の

「
底

の
抜
け
た
無
底

」
と
い
う
表
現

が
あ
る

[中
井

、

一
九

八

一
a
、
七

六
頁
]
。
し
た

が

っ
て
、

へ
ー
ゲ

ル
の

「
否
定
的
精

神
」

や

「
反
抗

的
精
神
」
が

「
抜

け
て

い
く
底
」
と
換
言
さ
れ

、
こ
れ
と
類
似
す

る
表
現

が

「
無
底

」
と
関
連

し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

中
井

は
、
「
無
底

」

の
概
念

が
誰

に
由
来
す

る
も

の
か
明

ら
か

に
し
て

い
な

い
。

こ
こ
で
は

二
点
を
指
摘
す

る
に
と
ど
め
る
。
ま
ず

、
中
井

が

コ
言
語
」

を
発
表

し
た

同
時

期

(
一
九

二
七
年

)
、
京
都
学

派

の
西

谷
啓
治
は

、
シ

ェ

リ

ン
グ

の

『
自

由
意
志
論
』

を
出
版

し
て

い
る

(後

、
『
人
間
的
自
由

の
本

質
』

と
し
て
再
刊

)
。

シ

ェ
リ

ソ
グ

の

「
無
底
」

は

「
あ

ら
ゆ
る
対
立

に
先

行
す

る
も

の
」

で
あ

り
、
「
絶
対
的
な

る
無
差

別
」
で
あ
る

(
シ

ェ
リ

ン
グ

、

西
谷
啓
治
訳

『
人
間

的
自
由

の
本
質
』
岩
波

文
庫

、

一
四

五
1

一
四
六
頁

)
。

次
に
、
対
立
関
係

に
あ

っ
た

へ
ー
ゲ

ル
と

シ

ェ
リ

ン
グ
に

つ
い
て
田
邊

元
は

「
へ
ー
ゲ

ル
の
絶
封
知

と

シ
ェ
リ

ン
グ

の
非

合
理
主
義
と

の
総
合
」
を
課

題

と
す
る
小
論
を

『
思
想
』

の
へ
ー
ゲ

ル
研
究
特
集

号

(
一
九
三

一
)

に
発
表

し
て
い
る
。

一
九
三
六
、
『
世
界
文
化
』

一
-
三
月
号
。
な
お

、
「
委
員
会

の
論
理
」

の
掲

載

と
ほ
ぼ

同
時
期

の

『
世
界
文
化
』

(
ニ
ー
五
月
号
)
に
、
ホ
ル
ク

ハ
イ

マ
ー

の

「
現
代
哲
学
に
お
け

る
合

理
主
義
論
争
」
が
収
録

さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
は

久
野
収
が
松
尾
史
郎

の
ペ

ン
ネ
ー

ム
に
よ

っ
て

「
訳
述
」

し
た
も
の
で
あ
る
。

『
全
集

1
』
、
六

二
頁
。
な
お
、

こ
こ
で

へ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
と
区
別
さ
れ

る

「
ロ

マ
ン
派
」

の
思
考
は
、

シ

ュ
レ
ー
ゲ
ル
や
ゾ

ル
ガ

ー
の
イ

ロ
ニ
ー
、

シ

ェ
リ

ソ
グ

の
汎
神
論
を
指
し
て

い
る
。

同
書
、

六
二
頁
。
中
井

の

「
生
き
て
い
る
空
間
」

(
一
九

五

一
)

の
記
述
は
示

唆
的

で
あ
る

。
『
「媒

介
」

の
言
葉
が

、
メ
デ

ィ
ウ
ム
と
考

え
ら
れ

て
、

エ
ー

中井正一の思想と映画177
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)

テ
ル
が
物
質

の

「
中
間
者
」
と

し
て
あ
る
よ
う

に
、
す

べ
て
の
も

の
を
結
び

つ
け

て
い
る
と
考
え
る
立
場
を

と
る
と
、
昔

の
カ
ソ
ト
流
の
形
式
的
空
間

に

か

え

っ
て
い
く

の
だ
が
、
「
媒
介
」
が

「無
媒

介
の
媒

介
」

と
し
て
、
自
分
を

切

っ
て
す

て
る

こ
と
で
、
自
分
が
発
展
す
る
と
考

え
る
時

に
、
「
不
安
」
は

「
自

分
自
身

を
否
定

の
媒
介
と
す

る
」

と

い
う
考
え
か
た

に
か
わ

っ
て
、
新
し

い

弁
証
法
的

な
空

間
論
を
構
成
す

る
こ
と
と
な
る
」
』

[中
井

、

一
九
八

一
c
、

二

一
六
頁
]
。
ま
た
、
[
稲
葉
、

一
九
八
七
]
を
参

照
。

へ
ー
ゲ
ル
と

マ
ル
ク
ス
に
対

し
て
絶
対
弁
証
法
を
提
起

し
た
田
邊
元

の
著
作

に
も
、

マ
ル

ク
ス
の
弁
証
法

と
精
神
史
観
を

「
否
定
的

に
媒

介
」
す
る
と

い

う

表
現
が
あ

る

[
田
邊

、

一
九

六
八
、

二
五
七
頁
]
。
田
邊
は
ま

た
、
否
定

の
否
定
が
肯
定

に
な
る

と
い
う

通
常

の
弁
証
法
解
釈
を

同

一
性
論
理
だ
と
批

判

す
る
。
「
否
定

の
否
定

と
し

て
有
に
な

る
と

い
ふ

の
が
、
文
字

通
り
再
び

有

に
か
え
る

の
で
あ
る
な
ら
ば

、
そ
れ
は
真

の
弁
証
法

で
は
な

い
、
同

一
性

論
理
に
外

な
ら
ぬ
わ
け

で
す
」
[
同
書
、
.二
五

六
頁
凵
。

こ
の
点
は

[竹
内
、

一
九

八
○

凵
及
び
、
[
上
山
、

一
九
七

=

を
参

照
。

ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
に

つ
い
て
は
以
下

の
文
献
を
参
照

冖
い
碧
冨
戸

目
Φ
Q。
c。
]
。

フ
ヅ
サ
ー
ル
、

ハ
イ
デ

ッ
ガ

ー

の
美
学

へ
の
示
唆
は

「
時
問

の
中
に
寸
断
さ

れ
細
片
化
さ
れ
た
自
我
が

、
…
…
(
略
)
…
…

い
か
な

る
現
象

と
し
て
あ
る
か

を
記
述
し
解
釈
し
よ
う

と
す

る
」
点
に
あ
る

[
中
井

、

】
九
八

一
c
、

一
八

六
頁
凵
。

カ

ッ
ト
と
カ

ッ
ト
を
連
続
す

る

の
は
、
見
る
大
衆

の
こ
こ
ろ
で
あ
る
と
す

る

中

井
の
主
張
は
バ

ラ
ー

ジ

ュ
の
見
解

と
類
似
し

て
い
る
。
「
映
像

(
…
…
)
は

意
味
作

用
の
流
れ

の
避
け
が
た

い
帰
納
作
用

に
よ

っ
て
、
心
中

で

(
…
…
)
互

い
に

(
…
…
)
結
び

つ
け
ら
れ
る
」

(『
映
画

の
精
神
』
)
。
バ

ラ
ー
ジ

ュ
に
よ
る

こ
の
記
述
は
、
メ

ッ
ツ
に
よ

っ
て
引

用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
映
像
は
観
客

の
心
の
中
で
結
び

つ
く
と

い
う

バ
ラ
ー
ジ

ュ
の
テ
ー
ゼ

は
、
メ

ッ
ツ
に
お

い

て
、
映
画
の
統
辞
法

に
先
立

つ
パ

ロ
ー
ル
と
し

で
の
使

用
の
重
要
性
と
し

て

(23
)

(24
)

理
解
さ
れ
る

ロ
≦
①
貫

O
こ
雰

鬟
蹄

恥ミ

ミ

恥
帖鷺

警

識
§

§

q
§
§

畠
ざ
§
鳴

自

1ー
メ

ヅ
ツ
、

一
九

八
七
、
浅
沼
監
訳
、
『
映
画
記
号
学

の
諸
問
題
』
水
声
社
、

四
〇
頁
]
。

ミ

ソ
バ
も
ま
た
製
作
者
と
視
聴
者

の
対
立
を
溶
解
さ

せ
る
。
「
製
作
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          Nakai Masakazu and Studies of Popular Culture 

                         Masashi MOMBE 

   The purpose of this paper is to reconsider the aesthetic and social theory of Nakai Masakazu. 

   A lot has been written about his work, however most critics fail to think of him as a popular 

cultural theorist. In this paper, the attempt to reconsider Nakai Masakazu is done with respect to 

studies of popular culture. 

   From this point of view, we can find various intersections of distinctions in his theory of cinema 

high culture / mass culture, folk culture / mass culture, producer / consumer. It should be added that 

there is no distinction between intelligentsia and mass in his famous "Logic of Committee". 

In Saturday, we can find an intersection of distinction between writer and reader, too. 
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